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令和 7 年度 事業報告書 

自 令和 7 年４月 １日 

至 令和 8 年３月３１日 

 

社会福祉法人 鶯鳴会 

多機能型事業所 

1．事業所の名称      就労継続支援 B 型 KoBo れもんぐらす 

2．所 在 地    三重県名張市西原町 2590 番 6 

 

3．職 員 体 制 

管理者 1 名（兼務） サービス管理責任者 1 名（専従） 

職業指導員 1 名（専従） 生活支援員 1 名（専従）、1 名（兼務）      

 

4．営業日ならびに営業時間 

事業所 【毎週月曜日から金曜日、祝】 午前 8 時 30分から午後 5 時 30分  

利用者の利用日   

ならびに利用時間 
【毎週月曜日から金曜日、祝】 午前 10 時 00 分から午後 4 時 00 分 

休 所 日 土日・年末年始 

 

5．定 員    １０名 

6．利 用 人 数     5名 （R8．3．31 現在） 

7．利 用 者 送 迎   希望により、ドア toドアの送迎を行った。（5 名中 5 名が送迎利用） 

 

8．年間利用状況     

年度 開所日数 平均利用人数 延べ利用人数 

令和 7 年度 

（令和 6 年度） 

256 日 

（256 日） 

4.7 名 

（5.8 名） 

1194 名 

（1463 名） 

 

9．利 用 実 績                                       (利用平均人数：小数点第 2 位切り上げ) 

 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

10

月 

11

月 

12

月 
1 月 2 月 3 月 年間 

開 所 日 数 22 22 21 23 21 22 23 20 20 20 20 22 256 

利 用 人 数 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5  

利用延べ人数 108 98 100 110 89 99 107 95 95 93 94 106 1194 

利用平均人数 4.9 4.5 4.8 4.8 4.3 4.5 4.7 4.8 4.8 4.7 4.7 4.9 4.7 

新規契約者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

契約終了者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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10．サービス内容 

◎作   業・・・ 基本計画に沿い就労に必要な知識及び、能力の向上・維持を図り、また、日常の 

マナーやルールを学び、互いを助け合う協働力を養うよう訓練に励んだ。 

その結果、下請け班では５S 活動の効果が表れ、作業終了後の清掃、商品や備品 

の整理整頓を自ら行うことができるように変化した。また、自身が受け持つ作業が 

終了した場合や通院等で利用者の人数が減った場合でも、周りの状況を把握し他の 

利用者が請け負っている作業を一緒に行うなど、互いに助け合う姿が見られ出荷日 

に遅れることなく計画通り作業を進めることができた。 

 パン・クッキー作業班では、指示待ち型から主体型に変化する様子が見られ、各 

自担当する作業の工程や販売時間を考慮しながら、自身で考え行動する姿が日常化 

とした。 

◎社会活動・・・ パン販売で地域社会と交流した。 

◎外  出・・・ 利用者の希望により 2か月に 1 回、休憩時に気分転換・社会経験等の目的を持っ

て外食をした（「すき家」「DELI DELI(ハンバーガー店)」「スターバックス」等） 

◎健康管理・・・ノロウイルス、インフルエンザ、新型コロナウイルス（罹患者：0名） 

対象 
頻度 

内容 
毎日 毎週 毎月 毎年 

全員 手洗い・うがい・アルコール消毒 登所時、昼食時、その他    

全員 検温 登所時、14時    

全員 血圧測定  金曜日   

全員 体重測定   1 日  

全員 BMI測定 
   ４月 

10 月 
パン製造班 検便   10日前後  

希望者 健康診断    3 月 

希望者 インフルエンザ予防接種    11 月 

  ※BMI とは、身長と体重から算出される国際的な肥満度を表す体格指数のこと 

◎給   食・・・希望者※対象に給食サービスを提供した。（1 食 300 円）  ※全員（5 名中 5 名） 

◎B C P 

 ①自然災害 

  研修→令和 7年 8月 28 日(木)13:30～、令和 7 年度版の「自然災害発生時における業務継続計 

画書」を各職員に配布し、令和 6 年度版との違いを説明。また、昨年度に引き続き、業務 

継続計画の基本方針を周知するとともに平常時の対応や緊急時の対応について説明を行っ 

た。その中で、建物・設備の安全対策に係る設備の耐震措置について、喫茶コーナー内に 

設置している陳列棚（パン）が未対応であることから、陳列棚転倒防止のため固定するこ 

ととした。 

  訓練→令和 7年 9月 30 日(火)13:30～災害発生時の対応について、二次被害として火災が発生 

した場合の「消火・避難・通報」訓練を行い、消火器の操作手順や消火する際のポイント 

などを確認。避難時には火災から迅速に避難するための行動（低い姿勢で、煙を吸わず 

に、建物から離れる）を徹底し利用者とともに行った。通報では実際に 119番通報を行い 

消防機関へ状況を正確かつ迅速に伝える訓練を行った。その他、担当者を講師役として一 

時救命処置（CPR、AED）の流れや止血、火傷、骨折した場合の対応方法をロールプレイ 

ング方式で学んだ。 
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②感染症 

 研修→令和 7 年 10月 28 日(火)13:30～、令和 7 年度版「新型コロナウイルス感染症発生時に 

おける業務継続計画書」「感染症対策に関する指針」等を各職員に配付し説明、その後、感 

染症対策取り組みチェックリストを用いて、現在の取り組み状況について項目ごとに振り 

返り、義務化されている項目すべてにおいてクリアしていることを確認した。また、食中 

毒の主な原因や症状、感染予防行動の再確認、そして、日常の健康管理と行動指針につい 

て担当者から改めて注意喚起を行った。 

 訓練→令和 7 年 11月 25 日(火)13:30～、感染を予防する体制を強化することを目的として 

「正しい手洗い」「アルコール消毒剤を用いた擦式手指消毒」「正しいマスクの着用」につ 

いて、全職員を対象として一人ひとり訓練を行った。「正しい手洗い」では昨年度に引き続 

き、手洗いチェッカーを利用し洗い残しを確認するとともに、今後どのような点に注意し 

実践するのかをそれぞれに振り返る機会を設けた。 

◎防犯対策・・・令和 6 年度に挙げられた「換気のために常に窓を開けているので不審者に侵入され 

        る可能性がある」という問題点に対し、解決策として窓を施錠するため「空気清浄 

        機購入」という案が挙げられていたが持ち越しとなった。防犯訓練に関しては令和 

7 年 6 月 24 日(火)13:30～利用者の安全に関する知識・技術の向上を図ることを 

目的として名張警察署生活安全課の警察官 2 名と連携し不審者対応の実技訓練が行 

われた。結果として初期対応をした職員（1 名）によって不審者を出入り口付近で 

食い止めることができ、その間に利用者を安全な場所まで誘導し避難することがで 

きた。しかし、日頃男性職員が居ない現実、品出しのため玄関を開放しなければい 

けない現状、一人対応だと他の職員に周知できない状況、一人での対応に不安を感 

じる者、など新たな問題点が浮上した。こうした点から、さすまたや道具を使用し 

た不審者との距離をとる練習や複数人対応の練習が必要であるとの声が上がった。 

 

11．作 業 内 容 

①パン・クッキー作業 

作業 内容 

製造 

（パン） 

計量（原材料）、トッピング（具材を生地の上に乗せる）、焼成（オーブンで焼

く）、パンの袋詰め 

製造 

（クッキー） 

軽量（原材料）、型に生地を詰める、焼成（オーブンで焼く）、クッキーの袋詰

め、シール貼り 

販売 

（パン） 
販売先での接客（商品の品出し、会計）、販売準備 

清掃 食器(機材含む)洗い、ばんじゅう（パンを入れる箱）消毒、床、棚、車、窓 

 

 

②下請け作業 【受託先：株式会社 SMV JAPAN 、東亜ゴム工業株式会社、ARCJAPAN】 

内容 

株式会社 SMV JAPAN 東亜ゴム工業株式会社 ARCJAPAN 

検品（傘） 

商品の箱詰め 

箱作り 

シール貼り 

タグ切り 

タグ付け替え 

値付け 

バリ取り 

汚れ落とし 

マーキング 

テープ貼り 

袋詰め 
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12．作業別利用者数 （R8.３月末現在） 

 パン製造班 下請け作業班 給食班 合計 

男性 0 名 0 名 0 名 0 名 

女性 3 名 2 名 0 名 5 名 

計 3 名 2 名 0 名 5 名 

 

13．工 賃 

(A)工賃支払総額 
年間の支払い対象 

利用者数 

(B)令和 7 年度における開所日 

1 日当たりの平均利用者数 

(C)1 人 1 か月当たりの

平均工賃額※ 

１,266,699 円 60 名 4.7 人 21,750 円 

 ※(C)平均工賃額＝「(A)÷(B)÷12」計算方法は指定基準による 

 

14．年間売上 

① パン・クッキー製造 

年度 年間売上金額 

令和 7 年度 2,600,000 円 

           令和 6年度 2,646,718 円 

令和 5 年度 2,377,640 円 

【販売先】 

1．  アーケムフォーミングジャパン株式会社（名張市西原町 2350） 

企業 
2．  株式会社 SMV JAPAN（伊賀市安場 1101） 

3．  株式会社ニューウェイ（伊賀市服部町 271-1） 

4．  ファイン株式会社（伊賀市蔵縄手 377－1） 

5．  三重県立特別支援学校つばさ学園（名張市美旗町南西原 229-2） 学校 

6．  社会福祉法人 名張市社会福祉協議会「ふれあい」（名張市丸之内 79 番地） 
福祉 

8．  わぁく工房 キエロ（名張市すずらん台西 1 番町 243 番地） 
9．  いきいき武道館（名張市蔵持町里 2928） 施設 

10．矢倉医院（名張市新田 2202－2） 医療 

   【イベント】 

4 月 20 日(日) 春祭り（宇流冨志禰神社） 

8 月 16 日(土) はたちの集い（学校法人廣瀬学園 名張よさみ幼稚園） 

10 月 19 日(日) ふれあいフェスティバル（社会福祉法人 名張市社会福祉協議会） 

11 月 7 日(金) 名張市障害者スポーツ大会（社会福祉法人 名張市社会福祉協議会） 

 

② 下請け作業 【受託先：株式会社 SMV JAPAN、東亜ゴム株式会社、ARC JAPAN】 

年度 年間売上金額 

令和 7 年度 580,727 円 

令和 6 年度 663,383 円 

令和 5 年度 633,588 円 

 

15．苦情(要望)関係 

   件数：0 件 

 

16．総 評 

 パン製造班 3 名と下請け班 2 名の計 5名でのスタートとなり、今年度も新しく利用者が加入す



5 

 

ることはなかった。 

下請作業班では、途中、職員の退職により利用者が環境の変化に対応できるのか、また、後任の

職員にとっても短い引き継ぎ期間のなかで業務を遂行できるのか、双方に不安が広がるような一幕

も見られた。そんな中でも、職員のコミュニケーション能力、傾聴力、問題解決能力、計画力等を

発揮し、利用者との関係を築き上げ短期間で利用者からの信頼を得るという結果を出した。また、

取引先とのトラブルもなく円滑に対応することができた。年間売上金額に関しては受託先（株式会

社 SMV JAPAN）からの依頼が減ったことにより前年度比 96%という結果となった。 

パン製造班では、販売までの時間制限があるなかで利用者への支援とパン発酵の見極めから焼き

上げまでを同時にこなす技術が求められ、「作業の切り替え」と「優先順位付け」をいかにスムー

ズに行うかがカギとなった。「優先順位付け」では緊急度と重要度を整理し、利用者にもその都度

説明することにより、パン製造中は手が止まることなく意欲的に作業に取り組む姿勢が見られた。 

   たとえば、販売時間を見て今やるべき作業内容を自分で変更し、また、職員に相談事がある場合で 

も作業中ではなく作業終了後に相談するなど、利用者にも「作業の切り替え」と「優先順位付け」 

が定着しつつある。 

 さいごに、この一年「安全第一」を掲げ、事故防止に努めた。小さなヒヤリハットでも共有でき 

るよう報告書の回覧、大事故に至る前に対策、その後の再評価を継続し結果的に無事故で終えるこ 

とができた。また、虐待防止に関しても毎月研修を行い「障害者虐待防止法」についての知識を深 

めた。（障害者虐待：通報 0 件、虐待 0 件）今後も、利用者の「やったー 言えた できたー」の 

先にある笑顔を大切にするためにも、小さな変化に気づき、何気ない一言を聞き洩らさず、利用者 

の気持ちを尊重できる事業所であり続けなければならない。 


